
己
の
左
腕
を
信
じ
て

卦目

幼
い
頃
か
ら
ボ
ー
ル
を
握
り
、
今
は
三
菱
重
工

神
戸
硬
式
野
球
部
の
エ
ー
ス
と
し
て
チ
ー
ム
を
率

い
て
い
る
。
今
年
の
都
市
対
抗
野
球
兵
庫
地
区
予

選
大
会
で
は
三
試
合
に
先
発
し
、
二
勝
○
敗
。
チ

ー
ム
は
神
戸
市
代
表
と
し
て
勝
ち
残
り
、
社
会
人

野
球
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
東
京
ド
ー
ム
で

の
本
大
会
に
二
年
ぶ
り
十
九
度
目
の
出
場
を
果
た

し
た
。以
前
は
速
球
で
押
し
ま
く
る
タ
イ
プ
だ
っ
た
が
、

今
は
フ
ォ
ー
ク
を
持
ち
球
と
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

主
体
の
技
巧
派
。
「
九
回
二
死
で
は
三
振
で
決
め
た

い
」
。
冷
静
な
自
己
分
析
と
負
け
ず
嫌
い
の
性
格
は

ピ
ッ
チ
ャ
ー
に
と
っ
て
は
不
可
欠
な
も
の
。
練
習

も
人
に
い
わ
れ
る
よ
り
も
自
分
の
納
得
の
い
く
練

習
を
積
ん
で
い
く
タ
イ
プ
。
後
輩
に
も
自
分
の
姿

を
見
て
何
か
を
つ
か
み
と
っ
て
く
れ
れ
ば
と
願
う
。

出
身
は
大
阪
の
藤
井
寺
。
藤
井
寺
球
場
が
近
か
っ

た
せ
い
も
あ
り
、
小
さ
い
と
き
に
は
近
鉄
（
現
大

阪
近
鉄
）
の
試
合
を
父
に
連
れ
ら
れ
て
見
に
行
っ

て
い
た
。
「
今
で
は
父
は
三
菱
の
試
合
に
よ
く
足
を

運
ん
で
く
れ
ま
す
」
。
日
焼
け
し
た
精
惇
な
顔
立
ち

が
少
し
ほ
こ
る
ん
だ
。

根
っ
か
ら
の
野
球
少
年
は
、
兄
二
人
が
他
の
ス

ポ
ー
ツ
に
転
向
し
た
と
き
も
野
球
を
離
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
「
野
球
を
す
る
こ
と
が
あ
た
り
ま
え
。

僕
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
」

社
会
人
九
年
目
を
迎
え
、
野
球
人
と
し
て
も
充

実
し
、
満
足
の
い
く
成
果
が
生
ま
れ
て
い
る
。
「
プ

ロ
へ
の
憧
れ
は
あ
り
ま
す
が
、
ど
こ
で
や
る
に
し

て
も
変
わ
り
は
な
い
」

自
己
の
左
腕
を
信
じ
て
白
球
に
思
い
を
込
め
、

こ
の
道
を
進
む
。
〈
前
田
〉

三茅霞工二見グランドにて撮影／米田英男

蝿

司
罰

“
諏
鰹
師
恥
岬
弓
○
ｍ
閏
局
○
国
国
衿
昌
協
曽
〈
三
菱
重
工
業
神
戸
造
船
所
勤
務
〉

Ｋ

ロ

鍔 蕉
亜
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Ｋ

小
百
合

副目

九
六
年
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
に
お
い
て
、
カ
ヤ
ッ

ク
シ
ン
グ
ル
五
百
メ
ｉ
ト
ル
で
日
本
人
初
の
準
決

勝
進
出
を
遂
げ
る
。
昨
年
の
ア
ジ
ア
競
技
大
会
で

は
同
種
目
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

県
立
神
戸
高
校
、
筑
波
大
学
体
育
専
門
学
部
を

経
て
、
昨
春
、
神
戸
甲
北
高
校
の
体
育
教
師
に
な

っ
た
。
今
年
一
月
か
ら
は
高
校
を
休
職
し
、
武
庫

川
女
子
大
学
研
修
生
と
し
て
勉
学
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
励
ん
で
い
る
。

高
校
時
代
、
両
親
の
誘
い
で
カ
ヌ
ー
を
始
め
た
。

学
校
に
は
ク
ラ
ブ
が
な
く
、
父
、
｜
こ
さ
ん
が
コ

ー
チ
を
務
め
る
武
庫
川
女
子
大
学
カ
ヌ
ー
部
に
加

わ
っ
て
の
練
習
だ
っ
た
。
レ
ー
シ
ン
グ
用
の
カ
ヌ

ー
は
船
体
が
細
く
バ
ラ
ン
ス
も
取
り
に
く
い
。
「
最

初
は
泳
い
で
る
ほ
う
が
多
か
っ
た
」
の
が
、
乗
り

こ
な
す
と
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
感
や
自
然
の
中
で
水

の
上
を
進
む
爽
快
感
に
夢
中
に
な
っ
た
。

国
内
で
は
練
習
場
所
や
ハ
ー
ド
面
の
不
足
な
ど

マ
イ
ナ
ー
ス
ポ
ー
ッ
特
有
の
問
題
か
ら
引
退
し
て

い
く
選
手
が
多
い
な
か
で
、
「
夢
は
、
｜
生
レ
ー
シ

ン
グ
カ
ヌ
ー
に
の
っ
て
い
る
こ
と
。
そ
れ
と
高
校

に
カ
ヌ
ー
部
を
つ
く
り
た
い
」
と
話
す
。
大
学
時

代
、
ス
ラ
ロ
ー
ム
し
か
な
か
っ
た
カ
ヌ
ー
部
に
レ

ー
シ
ン
グ
を
持
ち
込
み
、
後
輩
を
育
て
た
と
い
う

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
の
持
ち
主
だ
。
「
も
っ
と
多
く
の
人

に
カ
ヌ
ー
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」

六
月
末
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
世
界
の
レ
ベ
ル

を
肌
で
感
じ
、
課
題
と
し
た
筋
力
ア
ッ
プ
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
八
月
二
十
六
日
か
ら
の
四
日
間
は

五
輪
出
場
を
賭
け
、
イ
タ
リ
ア
で
の
世
界
選
手
権

に
出
場
。
九
月
に
は
国
体
兵
庫
県
予
選
に
、
三
人

の
弟
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
出
場
す
る
の
だ
と
嬉
し
そ

う
に
教
え
て
く
れ
た
。
〈
宇
都
宮
〉

西宮市御前浜にて撮影／池田年夫

、
風
、
自
然
を
感
じ
て

Ｐ

叩
諺
く
ご
酉
冒
少
丙
ご
く
シ
冒
衿
〈
カ
ヌ
ー
選
一
千
・
神
戸
田
ｌ
北
高
林
協
乾
粉
〉
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憩一

↑
↑
「
Ｄ
・
Ｉ
Ｏ
ｒ
ジ
ョ
ン
・
ガ
リ
ア
ー
ノ
と
安
藤
忠

雄
の
世
界
展
」
が
開
催
中

６
月
柏
日
か
ら
９
月
朽
日
ま
で
、
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
美

術
館
で
日
本
初
の
デ
ィ
オ
ー
ル
展
「
ジ
ョ
ン
・
ガ
リ
ア
ー

ノ
と
安
藤
忠
雄
の
世
界
」
展
が
開
か
れ
て
い
る
。
６
月
９

日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
Ｉ
の
あ
い
さ
つ
で
安
藤
忠

雄
氏
は
、
神
戸
か
ら
デ
ィ
オ
ー
ル
展
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
に
、
「
神
戸
は
西
洋
と
の
交
流
が
い
ち
早
か
っ
た
国
際
港

だ
っ
た
」
こ
と
を
強
調
。
西
洋
と
東
洋
の
異
な
る
文
化
が

出
会
っ
た
「
デ
ィ
ォ
ー
ル
の
森
」
は
、
線
帆
布
で
構
成
さ

れ
た
「
森
の
木
々
か
ら
の
ぞ
く
妖
精
の
イ
メ
ー
ジ
」
と
語

っ
た

用い

，奔内＝

一
》
一
） 麓

守fＴ

↑｢安部はるみとart楽しいなかま展」市立こうべまちづくり会館にて楽しく開催
６月10日から15日まで、安部はるみさんと絵画教室の生徒さんを中心とした展覧会が開か

れた。のびのびと自由に描いてほしいという安部さんの思いどおりに個性豊かな作品が
展示されていたｃ（写真は安部さんと神戸まつりのポスターに使われた原画）

↓神戸焼と田村の料理が出会う時
６月8日、ホテルゴーフル「田村」において、神戸現代陶芸館（南和恵館長）の女流陶芸
家7人が、器を90人分焼き、「田村」の料理と出会う集いが盛大に開かれ、染の白石弘子

＃
廷

し雷
雲

７
．

胃
．

凧

Ｔコウベズナッブ ｒ、可
！ロ

蕊
蔑蚕割

塗曇菩羊二島一一一一

"~１縦』〆

↑菅田英一さん念願の神戸で個展開催

５月29日から６月５日までの1週間、ぎやらりいＤＥＣＯで菅田英一さんが個展を開催。

花、ねこ、少女などの温かい絵柄のシルクスクリーン版画が部屋いつぱいに飾られ、訪
れた大勢の人々の目を楽しませた

↓望月美佐さん「旅の集い」開催
｢書を世界に」をテーマに活躍されてる望月美佐さんが豊かな旅の実を報告する「旅の
集い」が６月14日、生田神社会館で開かれた。今年に入ってからオーストラリア、中国、

圃
●鼠：

アラスカと世界をまわっている望月さん。当日は「一期一会」のダイナミックな動の書
が披露された

さんも参加した

■

■

ｐへ

蕊 帥

■

鶴
逢蕊難

』。
Ｐ
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６
月
聖
日
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
で
、
Ｈ
Ｄ
Ｃ
リ
フ
ォ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
招
き
に
よ

る
三
津
千
作
戦
項
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
社
長
（
左
）
の
講
演
会
が
開
か
れ
た
。
そ
の
後
の
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
、
森
田
直
樹
ア
ー
ル
・
デ
ー
社
長
（
右
）
が
「
不
況
こ
そ
が
チ
ャ
ン
ス
」

と
語
り
、
Ｈ
Ｄ
Ｃ
リ
フ
ォ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
夏
以
降
の
企
画
を
披
露
し
た

再
趨

戸冒甲

↑
↓
「
オ
ル
セ
ー
美
術
館
展
」

に
杓
世
紀
の
夢
と
現
実
を
見
る

現
在
市
立
博
物
館
に
て
好
評
開
催
中

の
「
オ
ル
セ
ー
美
術
館
展
１
９
９
９
」

の
開
会
式
が
６
月
把
日
に
行
わ
れ
た
。

幅
万
人
も
の
動
員
を
数
え
た
３
年
前

よ
り
も
深
み
と
広
が
り
の
あ
る
テ
ー

マ
が
設
定
さ
れ
、
オ
ル
セ
ー
の
所
蔵

品
の
奥
深
さ
を
見
せ
て
く
れ
て
い
る
。

８
月
四
日
ま
で

罰
＝ 判

､

舜剰
、
］ ４

」、
Ｌ 皇

１L］

‘iｌｉ
ｌ一参

雌

驚

Ｐ

↓悠久なる中国音楽の調べ
第１回中国音楽コンクール本選が６月6日に行

われ、入賞者記念演奏会が7日、中華会館東

亜ホールで開かれた。写真左は声楽部門で

神戸市民文化振興財団賞の神戸市の坪田雪

さん。伴奏はピアノ部門で審査員が全員満

点をつけて神戸華僑総会賞をとった京都市
の吉田規子さん

や

ｙ

癖

蕊

会
ひ
『
り
く

螺
辰

勝
闇

１
Ｆ
，
ゴ
ｌ
Ｌ

一弓

－

－ －ー』一一一鼻畠昏亘
戸一～

ロー奉ご

↑こくさいホール舞台開きおごそかに
６月13日朝、兵庫県舞踊協会主催による神戸国際会館こぐさいホールの桧
舞台開きが、生田神社の祭神を記り、望月太明蔵さんの太鼓の音を打ち
鳴らし、厳かに取り行われた。その後花道の渡り初めに、2200人の拍手
が会場に響いた

WＢ
Ｆ可
O

ロ

Ｆ可

Ｌ＄Ｋ ◎Ｂ鷹 コウベズナッブ

↑
小
室
豊
允
姫
路
濁
協
大
堂
学
長
就
任
を
お
祝
い
す
る
会
ひ
ら
く

本
誌
夢
対
談
で
お
な
じ
み
小
室
豊
允
さ
ん
の
学
長
就
任
を
祝
う
会
が
６
月
焔
日
夜
、
新

神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
、
竹
村
健
一
氏
を
ゲ
ス
ト
に
盛
大
に
開
か
れ
１
３
５
０

名
が
集
っ
た

弄
竺

函
壁

Ｔ

,心ｑ翌

《
ｄ
一
一

:塗 i璽i璽奄弓､

ＶF

TI

ル

爵廻

騨鯛

91空

ー ↑
竹
村
英
二
姫
路
濁
協
大
学
助
教
授

↓
神
戸
市
営
地
下
鉄
海
岸
線
元
町
工
区
で
説
明
会

元
町
工
区
の
工
事
に
さ
き
が
け
て
、
近
隣
住
民
に
対
し
て
地
下
工
事
現
場
で
の
説
明
会

が
開
か
れ
た
。
新
長
田
か
ら
和
田
岬
を
通
り
、
三
宮
ま
で
の
延
長
約
８
肺
の
う
ち
元
町

工
区
は
７
９
４
．
３
５
ｍ
。
コ
ン
コ
ー
ス
や
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
部
分
、
実
際
に
掘
り
進

め
て
い
く
泥
土
圧
式
シ
ー
ル
ド
機
な
ど
の
説
明
を
受
け
た

曲

望8－

ｉ’

鰯

二1Ｆ
ー

し

Lｄ

鍔

一
一
Ｊ
吾

茂壷午

蕊渥良

瀞
〉
１
コ
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互畠 一

平
成
十
年
四
月
に
結
成
、
毎
月
第
一
一
月
曜
日
に
三
十
名
程

の
メ
ン
バ
ー
が
集
う
。
冨
金
原
伸
伍
会
長
を
軸
と
し
て
約
百

名
の
会
員
数
を
誇
る
。
も
ち
ろ
ん
、
美
男
美
女
ば
か
り
Ⅳ

職
種
も
多
種
多
様
。
神
戸
市
内
の
酒
落
た
ナ
イ
ト
ス
ポ
ッ
ト

で
美
味
な
る
酒
と
食
を
囲
む
。
和
や
か
な
時
の
流
れ
に
日
常

の
煩
雑
を
忘
れ
典
に
入
り
、
時
に
は
さ
わ
や
か
に
、
時
に
は

激
し
く
語
り
合
う
。
心
地
よ
い
時
間
の
共
有
。

人
と
の
出
会
い
、
そ
し
て
そ
の
交
流
は
人
生
の
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
と
も
言
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
研
磨
に
励
み
な
が
ら

も
、
人
間
は
多
勢
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
謝
の

気
持
ち
を
尊
ぶ
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
大
き
な
輪
の
中
で
互
い

へ
の
思
い
や
り
の
心
が
何
よ
り
貴
く
大
切
な
こ
と
。
共
存
共

栄
こ
そ
が
確
か
な
実
り
あ
る
人
生
を
生
み
出
し
て
く
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
想
い
が
こ
の
会
に
は
託
さ

れ
て
い
ま
す
。

人
に
接
し
人
を
見
つ
め
る
事
は
す
な
わ
ち
自
分
自
身
を
見

つ
め
る
事
に
通
じ
る
で
し
ょ
う
。

も
う
す
ぐ
二
十
一
世
紀
、
次
な
る
時
代
を
担
う
若
者
た
ち

が
育
っ
て
欲
し
い
と
い
う
期
待
も
ふ
く
ら
み
ま
す
。
会
員
の

幅
広
い
年
齢
層
の
ゆ
え
ん
で
も
あ
り
ま
す
。

神
戸
の
情
報
発
進
の
場
と
し
て
、
ま
た
文
化
創
造
の
拠
点

と
し
て
、
神
戸
Ｓ
Ｔ
会
は
益
々
活
動
の
場
を
拡
げ
て
ゆ
く
こ

と
で
し
ょ
う
。
人
と
共
に
生
き
豊
か
な
人
生
を
歩
む
た
め
に
。

〈
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
笹
木
紘
子
〉

圃
連
龍
元
／
神
豆
果
洋
医
学
セ
ン
タ
ー
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燦あ燦あ関西日本スウェーデン協会

よく知り、理解し合うために

関西日本スウェーデン協会

よく知り、理解し合うために るし、し、

＝二ＷＩＦⅥＦロ

餅

暇暇ＶＷＶ暫ＶＷＶ暫

餅

一
醒
評
「
画一

3７

関
西
日
本
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
協
会
は
、
昭
和
三
十
四
年
十
二

月
十
四
日
、
当
時
の
ガ
デ
リ
ウ
ス
社
の
有
志
で
、
「
日
瑞
友
好

交
流
の
目
的
」
で
創
立
さ
れ
、
今
年
ク
ム
リ
ン
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
大
使
、
貝
原
俊
民
会
長
を
お
迎
え
し
て
、
四
十
周
年
記
念

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
協
会
の
主
な
行
事
は
「
ル
シ
ア
祭
」
「
夏
至
祭
」
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
お
祭
り
は
、
当
地
と
同
じ
時
期
に
、
同
じ
よ
う
に

神
戸
で
楽
し
み
ま
す
。
又
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
方
々
も
、
生
け

花
、
日
本
料
理
、
日
本
語
、
墨
絵
な
ど
習
っ
て
お
ら
れ
、
墨

絵
な
ど
は
、
年
に
一
、
二
回
、
発
表
会
を
す
る
ほ
ど
活
発
に

活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
講
座
も
設

け
ら
れ
て
お
り
、
語
学
を
中
心
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
文
化
、

状
況
等
を
、
駐
在
の
方
々
や
留
学
生
達
と
も
、
文
化
交
流
の

場
と
し
て
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
私
達
日
本
人
会
員
は
、

日
本
の
生
活
を
通
し
て
、
お
祭
り
や
習
慣
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
私
達
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
よ
く
知
り
理
解
す
る
た
め

に
情
報
交
換
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

関
西
地
区
に
は
優
れ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
企
業
も
数
多
く
あ

り
ま
す
。
ポ
ル
ポ
、
ア
ス
ト
ラ
、
サ
ン
ド
ヴ
ィ
ッ
ク
、
テ
ト

ラ
バ
ッ
ク
、
エ
ル
エ
ム
、
エ
リ
ク
ソ
ン
な
ど
の
企
業
と
の
技

術
提
携
、
ま
た
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
社
会
福
祉
に
お
い
て
は
、

学
ぶ
と
こ
ろ
は
、
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

昨
年
十
一
月
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館
の
ご
協
力
で
「
国

際
経
済
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
好
評
を

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
協
会
会
員
は
、
今
後
も
両
国

の
友
好
交
流
の
た
め
に
、
色
々
な
分
野
で
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
．
〈
事
務
局
長
補
佐
金
樺
佑
季
子
〉

面
連
絡
先
／
関
西
日
本
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
協
会

神
戸
市
甲
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野
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．
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』哲

〈
そ
の
三
〉
茂
次
郎
少
年
追
憶
、
家
出
、
上
京
へ

中
‐
右
瑛

神
戸
に
未
来
を
感
じ
、
身
も
心
も
躍
ら
せ
た
茂
次
郎
少
年
（
夢
二
）
だ
っ
た

が
、
神
戸
時
代
は
九
カ
月
で
終
止
符
を
う
っ
た
。
四
月
に
神
戸
中
学
に
入
学
、

そ
の
年
の
十
二
月
に
中
退
し
、
故
郷
に
帰
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
一
説
に

は
、
茂
次
郎
が
ジ
フ
テ
リ
ア
を
患
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
定
か
で
な
い
。

お
く

故
郷
の
岡
山
県
邑
久
町
の
実
家
に
帰
っ
た
茂
次
郎
は
、
悟
然
と
す
る
。

裕
福
で
地
元
の
名
士
で
も
あ
っ
た
竹
久
家
が
一
転
し
て
凋
落
。
酒
の
醸
造
と

取
次
販
売
を
し
て
い
た
家
業
が
傾
き
は
じ
め
て
い
た
の
だ
っ
た
。
父
・
菊
蔵
の

芸
能
好
き
の
遊
蕩
が
原
因
で
あ
っ
た
と
噂
さ
れ
、
西
大
寺
の
伊
原
家
に
嫁
し
て

い
た
姉
の
松
香
が
、
そ
れ
を
理
由
に
離
縁
さ
れ
、
実
家
に
戻
っ
て
い
た
．
茂
次

郎
に
と
っ
て
失
望
の
連
続
だ
っ
た
。

翌
三
十
三
年
（
一
九
○
○
）
二
月
、
茂
次
郎
一
家
は
住
み
な
れ
た
故
郷
を
ひ

き
は
ら
い
、
あ
わ
た
だ
し
く
も
夜
逃
げ
同
然
に
岡
山
を
離
れ
た
。
姉
の
松
香
、

妹
の
栄
も
一
緒
だ
っ
た
。

一
家
の
落
ち
つ
く
先
は
、
福
岡
県
遠
賀
郡
八
幡
村
、
と
き
の
製
鉄
ブ
ー
ム
、

官
営
の
大
製
鉄
所
開
所
で
、
こ
の
辺
り
は
活
気
に
み
ち
て
い
た
。
菊
蔵
は
そ
の

八
幡
製
鉄
所
の
門
前
で
、
口
入
れ
屋
稼
業
を
は
じ
め
る
．
菊
蔵
は
、
新
興
機
運

に
の
っ
て
一
旗
あ
げ
る
積
も
り
で
い
た
ら
し
い
。
人
夫
の
斡
旋
や
金
貸
し
業
で

竹
久
夢
二
筆
「
化
粧
図
」

お
っ
ぱ
い
を
見
せ
た
セ
ミ
ヌ
ー
ド
の
図
は
、
夢
二
に
と
っ
て
は
珍
し
い
。

「
山
峡
の
光
か
、
よ
『
か
な
か
に
ゐ
て
心
そ
む
き
し
人
を
憎
ま
ず
」

夢
二
自
作
の
句
が
添
え
ら
れ
て
い
る

<〃釣

１以

ﾙ：
ｉ軒
も
Ｉ

い
そ
が
し
く
な
る
。

一
方
、
茂
次
郎
少
年
は
製
鉄
所
の
製
図
筆
工
と
な
っ
た
が
、
父
の
仕
事
が
気

に
入
ら
ず
、
将
来
の
希
望
も
持
て
ず
、
悶
々
と
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
。

い
つ
か
は
東
京
へ
出
た
い
と
い
う
思
い
が
つ
の
っ
て
い
く
。

茂
次
郎
少
年
の
友
人
で
詩
人
の
正
富
注
洋
氏
は
、
こ
の
こ
ろ
の
茂
次
郎
少
年

の
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
（
『
書
窓
』
一
九
三
六
刊
「
夢
二
君
の

少
年
時
代
」
よ
り
）
。

「
茂
次
郎
君
は
私
と
同
郷
で
す
。
私
は
明
治
十
四
年
生
れ
、
茂
次
郎
君
は
十
七

年
生
れ
で
あ
る
。

茂
次
郎
君
の
小
学
生
時
代
。
彼
の
家
で
は
酒
を
売
っ
て
い
た
．
小
さ
な
道
に

沿
っ
て
土
塀
が
あ
り
、
そ
の
塀
の
上
に
、
酒
樽
が
覗
い
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
醸
造
は
あ
ま
り
や
ら
ず
、
取
次
販
売
を
や
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

私
の
祖
父
が
酒
豪
で
あ
っ
た
の
で
、
私
は
よ
く
買
い
に
や
ら
さ
れ
た
．
茂
次

お
ば

郎
君
の
御
母
さ
ん
か
ら
買
っ
て
帰
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

茂
次
郎
君
の
姉
・
松
香
さ
ん
も
、
容
貌
の
美
し
さ
は
人
目
を
ひ
い
た
。
あ
の

姉
さ
ん
も
、
夢
二
風
の
絵
に
あ
る
よ
う
な
人
で
あ
っ
た
。

彼
が
郷
里
を
家
族
と
共
に
去
っ
て
九
州
に
移
っ
た
の
は
、
何
年
だ
っ
た
か
記

グー、

竹
久
夢
二

「
四
つ
の
恋
の
も
の
が
た
り
」

１

副”（

焔Ｉ

鋤

ｉ
３

3８
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子聴

憶
し
な
い
。
彼
の
家
族
が
、
一
夜
の
う
ち
に
村
か
ら
姿
を
隠
し
た
の
は
村
人
の

驚
き
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
、
彼
一
家
に
あ
る
進
取
の
気
性
が
あ
ら
わ
れ

て
、
い
た
ず
ら
に
、
傾
き
か
け
た
家
業
に
恋
々
と
し
て
踏
み
と
ど
ま
ら
な
い
と

こ
ろ
を
観
取
す
べ
き
で
あ
る
」

正
富
注
洋
氏
の
長
い
文
章
の
一
部
抜
粋
に
し
か
過
ぎ
な
い
が
、
夢
二
一
家
の

様
子
が
う
か
が
わ
れ
、
重
要
な
記
録
資
料
で
あ
る
。

彼
が
家
出
す
る
の
は
、
九
州
に
来
た
翌
年
の
明
治
三
十
四
年
、
十
八
歳
の
夏

の
こ
と
だ
っ
た
。
母
と
姉
に
は
思
い
を
打
ち
明
け
、
黙
認
を
得
て
上
京
し
、
知

3９

回
中
石
瑛
（
な
か
う
・
え
い
）

抽
象
画
家
。
浮
世
絵
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

－
９
３
４
年
生
ま
れ
、
神
戸
市
在
住

［
受
賞
歴
］
行
動
美
術
展
に
お
い
て
奨
励
賞
、
新
人
賞
、
会

友
賞
、
行
動
美
術
賞
受
賞
。
浮
世
絵
蒐
集
研
究
の
功
績
に
よ

り
浮
世
絵
内
山
賞
受
賞
。
半
ど
ん
現
代
美
術
賞
、
兵
庫
県
文

化
賞
（
１
９
９
８
年
）
な
ど
受
賞
。

現
在
行
動
美
術
協
会
会
員
国
際
浮
世
絵
学
会
常
任
理

事
。
著
書
に
、
抽
象
画
集
「
シ
ェ
リ
ト
・
リ
ン
ド
／
ミ
ラ
ク

ル
ブ
ル
ー
の
世
界
」
「
浮
世
絵
ミ
ス
テ
リ
ー
巷
談
」
「
写
楽
は

把
才
だ
っ
た
！
」
「
忠
臣
蔵
浮
世
絵
」
「
豆
本
・
夢
二
黒
猫
結

諌
」
が
あ
る

人
の
大
工
、
近
藤
弥
八
宅
に
身
を
寄
せ
た
の
だ
っ
た
。

父
は
、
上
京
し
た
か
ら
に
は
商
人
を
目
ざ
せ
！
と
し
て
早
稲
田
実
業
学
校
に

入
学
を
す
す
め
多
少
の
仕
送
り
を
す
る
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
の
仕
送
り
で
は
と

う
て
い
足
ら
ず
、
、
茂
次
郎
は
新
聞
配
達
、
牛
乳
配
達
、
車
ひ
き
な
ど
ア
ル
バ
イ

ト
で
食
い
つ
な
ぐ
。

明
治
三
十
五
年
、
苦
学
生
の
夢
二
は
、
画
家
・
上
野
山
清
貢
の
紹
介
で
、
牧

師
・
木
村
清
松
の
書
生
と
な
り
、
そ
の
思
想
影
響
で
社
会
主
義
者
の
幸
徳
秋
水
、

木
下
尚
江
、
阿
部
磯
雄
ら
に
私
淑
し
た
。
こ
う
し
た
左
翼
思
想
の
人
脈
に
浸
り

な
が
ら
彼
が
生
涯
を
貫
く
社
会
主
義
者
へ
と
傾
倒
し
て
い
っ
た
と
い
う
。

早
稲
田
実
業
で
の
在
籍
は
明
治
三
十
五
年
九
月
か

ら
三
十
八
年
七
月
ま
で
の
約
三
年
間
。
社
会
主
義
実

現
の
空
想
に
ふ
け
、
実
家
か
ら
の
送
金
は
絶
た
れ
生

活
の
苦
し
さ
を
実
感
し
、
社
会
主
義
運
動
の
挫
折
を

味
わ
う
。
一
方
、
画
家
へ
の
夢
も
捨
て
き
れ
ず
、
荒
畑
寒
村

の
斡
旋
で
平
民
社
機
関
紙
『
直
言
」
に
コ
マ
絵
（
挿

絵
）
を
掲
載
し
て
も
ら
い
、
読
売
新
聞
、
「
中
学
世

界
』
な
ど
の
雑
誌
に
投
稿
、
入
選
を
繰
り
返
し
、
夢

二
の
絵
が
各
誌
を
飾
る
こ
と
が
多
く
な
り
始
め
る
。

夢
二
は
大
衆
画
家
と
し
て
華
々
し
く
登
場
す
る
こ

と
と
な
る
。

セノオ楽譜「草の中にて唱へる」夢二装画
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。

昔
の
王
子
動
物
園
は
、
地
道
の
ま
ま
で
あ

ま
り
舗
装
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
確
か

に
石
を
投
げ
る
お
方
を
よ
く
見
か
け
ま
し
た

が
、
１
９
９
３
年
４
月
、
新
設
さ
れ
た
ア
シ

カ
池
は
大
量
の
水
を
１
日
８
回
全
量
を
ろ
過
、

さ
ら
に
オ
ゾ
ン
殺
菌
に
よ
り
水
族
館
に
負
け

な
い
透
明
度
で
、
ガ
ラ
ス
越
し
に
泳
ぐ
ア
シ

カ
の
水
中
シ
ョ
ウ
は
と
て
も
人
気
に
な
っ
て

い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
ア
シ
カ
池
周
囲
は
完
全
舗
装
さ

れ
、
石
こ
ろ
な
ど
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
昨
年
死
ん
だ
チ
ュ
ウ
太
は
石

が
原
因
だ
っ
た
の
で
す
。

チ
ュ
ウ
太
は
先
代
の
ゴ
ン
太
の
死
亡
後
、

１
９
８
２
年
６
月
５
日
新
潟
水
族
館
（
マ
リ

ン
ピ
ア
日
本
海
）
生
ま
れ
、
ｎ
才
で
神
戸
に

Ｚ ＯＯＭ工ＮＺＯＯ

亡きﾁﾕｳ太の遣児誕生！識蝿ズ

鉾ヨゴ

罰
閣
葺

曲聖

#Ｊ＝一

昨年の秋に突然逝ってしまったチュウ太緬動物園の人気者でした

おっぱいを飲む赤ちゃんアシカ。母親によって大切に育てられます
４０

「
ア
シ
カ
の
チ
ュ
ウ
太
く
ん
い
な
い
よ
！
」

「
ど
こ
へ
行
っ
た
の
」

咋
年
の
暮
れ
か
ら
小
学
生
か
ら
の
問
い
か

け
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
「
こ
ど

も
動
物
相
談
」
に
来
て
く
れ
る
学
童
た
ち
の

心
を
痛
め
る
で
き
ご
と
だ
っ
た
の
で
す
。

ア
シ
カ
は
と
て
も
分
か
り
や
す
い
季
節
繁

殖
動
物
で
、
６
月
初
旬
に
は
ど
こ
の
動
物
園

で
も
子
を
生
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
（
平
成
Ⅲ
年
）

は
テ
ル
コ
が
６
月
８
，
、
シ
ズ
カ
が
６
月
Ⅱ

日
に
そ
れ
ぞ
れ
一
子
を
生
み
ま
し
た
。
ど
ち

ら
も
父
親
は
チ
ュ
ウ
太
で
し
た
。

そ
の
チ
ュ
ウ
太
が
と
つ
ぜ
ん
秋
に
死
ん
で

い
た
の
で
す
。

「
や
は
り
石
が
原
因
で
し
た
」

先
代
の
オ
ス
、
ゴ
ン
太
は
満
”
才
、
日
本

で
は
２
番
目
と
い
う
高
齢
で
の
老
衰
死
で
し

た
が
、
チ
ュ
ウ
太
は
Ⅳ
才
、
ま
だ
ま
だ
元
気

だ
っ
た
の
で
す
。

プ
ー
ル
に
石
を
投
げ
る
と
、
水
中
を
ゆ
ら

ゆ
ら
と
、
生
き
も
の
の
よ
う
に
沈
み
ま
す
。

い
ま
流
行
の
ル
ア
ー
と
い
う
〃
擬
似
餌
〃
こ

れ
同
様
に
ア
シ
カ
た
ち
も
パ
ク
リ
と
石
を
口

に
す
る
の
で
す
。

一
説
に
よ
れ
ば
石
を
飲
む
こ
と
で
魚
を
砕

き
消
化
を
助
け
る
の
だ
と
か
、
胃
の
中
の
寄

生
虫
の
除
去
が
考
え
ら
れ
る
と
い
い
ま
す
が
、

全
く
何
も
飲
み
込
ん
で
い
な
か
っ
た
個
体
も

多
く
あ
り
ま
し
た
。

チ
ュ
ウ
太
の
死
因
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飼
育
す
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
の
で
す
。

ア
シ
カ
は
必
ず
陸
で
出
産
す
る
の
で
、
エ

サ
を
拒
否
、
岩
穴
に
隠
れ
は
じ
め
た
ら
お
め

で
た
の
証
拠
な
の
で
す
。

ア
シ
カ
の
子
ど
も
は
６
日
ほ
ど
し
な
い
と

泳
げ
ま
せ
ん
。
乳
首
は
胸
に
４
つ
あ
り
ま
す

が
、
ヒ
ト
の
小
指
位
で
と
て
も
小
さ
く
、
そ

の
か
わ
り
乳
は
コ
ン
デ
ン
ス
ミ
ル
ク
の
よ
う

に
、
と
て
も
濃
い
の
で
す
。

イ
ヌ
の
よ
う
に
大
き
な
乳
房
で
は
水
中
を

泳
げ
な
い
で
し
ょ
う
し
、
水
中
で
は
小
さ
な

がわいいｱｼｶの淵子⑨写冨を
５雛にﾚゼﾝﾄし志す！

（亀井一成さんの直筆サイン入り）

来
園
、
そ
の
と
き
か
ら
石
を
飲
ん
で
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
し
て
も
元
気
だ
っ
た

チ
ュ
ウ
太
の
突
然
死
は
と
て
も
残
念
だ
っ
た

の
で
す
。

そ
し
て
、
テ
ル
コ
の
妊
娠
・
出
産

力
は
出
産
後
１
ヶ
月
に
は
交
尾
行
動
が
見
ら

れ
る
の
で
す
。

「
や
は
り
、
ア
カ
ン
か
」

「
い
や
、
少
し
栄
養
状
態
が
い
い
よ
う
だ
よ
！
」

「
今
年
は
ダ
メ
だ
ろ
う
」

「
い
や
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
ギ
リ
ギ
リ
妊
娠

し
て
い
る
か
も
」

春
先
に
後
輩
た
ち
と
話
し
ま
し
た
。
ア
シ

出産後の母親は美しいもの。チュウ太の;遺児と母のテルニ

４

そ
の
後
は
メ
ス
の
テ
ル
コ
の
お
腹
と
に
ら
め

っ
こ
の
毎
日
。

そ
し
て
、
平
成
ｎ
年
、
６
月
６
日
日
曜
日
。

「
バ
ン
ザ
ー
イ
」

テ
ル
コ
が
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
ん
だ
の

で
す
。ア
シ
カ
の
お
産
は
カ
バ
同
様
、
と
て
も
安

産
で
、
こ
れ
ま
で
に
Ⅲ
例
以
上
も
、
出
産
シ

ー
ン
を
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
生
々
し
く
撮
影
し
て

い
ま
す
。
ア
シ
カ
は
、
分
娩
し
て
し
ば
ら
く

し
て
娩
出
さ
れ
る
胎
盤
を
食
べ
る
こ
と
は
ま

っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
放
っ
て
お
く
と
そ
れ

が
腐
敗
し
て
プ
ー
ル
を
汚
す
の
で
、
す
み
や

か
に
取
る
の
で
す
。
こ
の
と
き
、
メ
ス
親
も
、

そ
し
て
巨
大
な
オ
ス
親
も
が
激
し
く
我
々
に

ガラス越しに見える優雅なアシカの水中ショウ

襲
っ
て
き
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

母
子
を
守
る
、
荒
々
し
い
チ
ュ
ウ
太
で
し

た
。

灘'

ア
シ
カ
は
、
巨
大
な
オ
ス
に
多
く
の
メ
ス
、

と
い
う
ハ
レ
ム
で
暮
ら
す
こ
と
は
動
物
園
で

も
同
じ
で
、
２
頭
の
オ
ス
を
飼
育
す
る
と
、

強
い
オ
ス
だ
け
が
巨
大
に
成
長
し
て
、
弱
い

オ
ス
は
哀
れ
で
な
り
ま
せ
ん
。
オ
ス
２
頭
を

ア
シ
カ
の
親
子
の
紳

庁行

がわいいｱｼｶの淵子⑨写真を
5雛にﾚゼﾝﾄし志す！

(亀井一成さんの直筆サイン入り）

ご希望の方は、ハガキに住所、氏名、

このページの感想または亀井さんへ

のメッセージを書いて、下記までお

送り下さい。

〒650-0011神戸市中央区下山手通

3-1-18ツインズトアビル4階月刊

神戸っ子「ZOO」係

(８月31日の消印まで有効）

乳
首
は
毛
の
中
に
隠
れ
て
し
ま
う
、
つ
ま
り

引
き
込
み
式
な
の
で
す
。

何
万
頭
と
同
時
出
産
し
た
ア
シ
カ
の
親
た

ち
が
エ
サ
に
で
か
け
、
一
戻
っ
て
き
た
と
き
、

我
が
子
を
見
分
け
る
の
は
ニ
オ
イ
よ
り
も
声

な
の
で
す
。

母
親
の
声
に

「
イ
イ
ー
イ
イ
イ
ー
イ
」

何
と
も
可
愛
い
甘
え
声
で
母
子
が
呼
応
す

る
シ
ー
ン
が
、
今
し
ば
ら
く
見
ら
れ
ま
す
。

「
テ
ル
コ
、
よ
か
っ
た
ね
！
」

ご
ろ
ん
と
反
転
し
て
は
左
右
の
乳
を
う
ま

く
飲
ま
せ
る
テ
ル
コ
は
、
亡
き
チ
ュ
ウ
太
の

遺
児
を
そ
れ
は
や
さ
し
く
大
切
に
育
て
て
い

る
の
で
す
。

こ
の
稿
が
出
版
さ
れ
る
頃
に
は
、
ず
い
ぶ

ん
と
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

た
だ
、
動
物
園
生
ま
れ
の
ア
シ
カ
の
離
乳
が

こ
と
の
ほ
か
遅
い
、
い
や
、
一
年
た
っ
て
も

魚
を
食
べ
な
い
こ
と
が
多
く
、
い
か
に
離
乳

さ
せ
る
か
が
、
こ
れ
か
ら
の
難
題
な
の
で
す
。

濠
ｒ

鼠峻〃

i，厚
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条
例
で
は
、
県
民
が
共
有
で
き
る
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の

推
進
に
関
す
る
県
の
基
本
的
施
策
を
定
め
て
い

ま
す
。
基
本
理
念
は
「
安
全
、
安
心
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
生
活
者
の
視
点
に
立
っ
て
行

う
」
こ
と
と
「
県
民
と
行
政
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
で
進
め
る
」
こ
と
で
す
。
ま
た
、
基
本

的
施
策
と
し
て
、
安
全
、
安
心
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
施
策
を
規
定
し
、
ま
ち
づ

く
り
基
本
方
針
を
定
め
る
と
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
地
域
レ
ベ
ル
の
ま
ち
づ
く
り
を
住
民
主
体

で
進
め
る
た
め
、
情
報
の
提
供
や
住
民
意
見
の

反
映
、
市
町
や
ま
ち
づ
く
り
活
動
団
体
等
へ
の

支
援
な
ど
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

、

ｌ
ど
の
よ
う
な
条
例
芯
の
で
し
ょ
う
か

成熟社会におけるまちづくり

~人間ｻｲヌのまちづくりをめざして～

お話を伺った方青木徹さん(兵庫県まちづくり部まちづくり政策課長）

こ
れ
ま
で
の
我
が
国
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
増

大
す
る
都
市
の
人
口
の
受
け
皿
づ
く
り
や
開
発

を
ど
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
が
重
視
さ
れ
、

時
代
の
要
請
に
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
反
面
、

と
も
す
れ
ば
、
経
済
性
が
優
先
さ
れ
、
個
性
の

乏
し
い
画
一
的
な
も
の
に
な
り
が
ち
で
し
た
。

一
方
で
右
肩
上
が
り
の
成
長
の
時
代
か
ら
、

人
々
が
多
様
な
価
値
観
の
中
で
真
の
豊
か
さ
を

求
め
る
成
熟
社
会
を
迎
え
て
、
地
域
の
人
々
が

自
ら
地
域
の
将
来
を
考
え
、
主
体
的
に
創
意
工

夫
を
生
か
し
て
取
り
組
む
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

ｌ
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
た
背

景
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

先
の
大
震
災
で
、
初
期
の
救
助
・
救
援
活
動

や
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
に
大
き
な
力
を
発
揮
し

た
の
は
、
住
民
同
士
の
助
け
合
い
で
し
た
。
ま

た
、
安
心
と
安
全
を
も
た
ら
し
、
生
き
が
い
を

も
つ
く
り
だ
す
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ

が
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

少
子
・
高
齢
化
が
加
速
す
る
な
か
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
あ
っ
て
は
、
ま
ち
全
体
が
住
民

に
と
っ
て
一
つ
の
生
活
空
間
と
な
り
、
生
活
者

の
視
点
に
立
っ
た
「
人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
温
か
い
ふ
れ
あ

い
の
あ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
は
ぐ
く
ま
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
し
た
と
き
、
住
民
主
体
に
よ
る
「
人
間

サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
総
合
的
な
推
進
を

図
る
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
が
今
年
三
月

十
八
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
条

例
に
つ
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
の
青
木

徹
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

ｌ
今
年
度
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ

る
の
で
す
か

ｌ
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
に

は
ど
の
よ
う
芯
支
援
措
置
を
行
う
の
で
す
か

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

折
し
も
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
り
、
安

全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
必
要

性
と
地
域
へ
の
愛
着
を
は
ぐ
く
む
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
ま

た
被
災
地
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
で
見
ら

れ
る
、
自
発
的
か
つ
自
律
的
な
ま
ち
づ
く
り
の

取
り
組
み
に
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
成
熟
社
会
に
お
け
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、
条
例
制
定
を
目

指
す
こ
と
と
な
り
、
県
民
参
加
の
プ
ロ
セ
ス
で

条
例
案
を
ま
と
め
、
本
年
の
二
月
県
議
会
で
可

決
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

二
十
一
世
紀
を
目
前
に
し
て
、
よ
り
よ
い
成

熟
社
会
を
迎
え
る
た
め
に
も
、
地
域
の
人
々
に

よ
る
自
発
的
か
つ
自
律
的
な
ま
ち
づ
く
り
、
「
人

間
サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
皆
さ
ん
も
考
え
、

そ
し
て
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

初
動
期
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
に
は
「
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

派
遣
」
、
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
策
定
な
ど
の
た
め

に
は
「
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
派
遣
」

を
準
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
行
う
住
民
の
皆
さ
ん
に
活
動
費
を
間
接
的

に
助
成
し
た
り
、
広
域
的
に
活
動
を
行
う
団
体

に
対
し
て
は
活
動
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
支
援
事
業
が
活
用
さ
れ
、
住
民

主
体
の
住
み
よ
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
が
県
下
全
域
に
広
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

ノ

ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の

基
本
方
針
で
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
虹
」
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

県
民
の
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
県
土
全
域
に

わ
た
り
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
「
市
町
に
お
け
る

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
体
制
整

備
へ
の
支
援
」
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
促
進
す
る
た
め
、
「
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。

●まちづくり支援事業に関するお問合せは（財)兵庫県都市整備協会内ひょうごまちづくりセンターまで／神戸市中央区下山手通4-18.2兵庫県公社館5階TELO78-2329671
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☆世紀末

時との出会い
☆６人のMOD訂JJglEたち

●市野木悦子●大西節子●佐藤悦枝●
柿野木ﾆｯﾃｨﾝグｽﾀジｵ）〈ｸﾁｭﾘｴー ﾙ大西節子〉〈創花人･ﾐﾓザグﾙー な幸）

、丹野最世子●藤本ハルミ●前川宮紀子●
〈サロン・ド･胆女）〈ｵー ﾄｸﾁｭー ﾙﾏー ガﾚｯﾄ〉〈ﾆｯﾀー ズｽペース前川〉

１０月２８日⑳
神戸ポートピアホテル(南館1F大輪田の間）
ポートライナー市民広場駅前
TEL｡078-302-1111大代表く駐車場有＞

第１回食事１２：００開演１３：００￥10,000〈ランチ＆シ

第２回食事１８：３０開演１９：３０￥２０，０００〈デイナー＆

主催／ＫＦ.Ｍ，（コウベファッションモデリスト）

協力／大月真珠・木下真珠・田崎真珠・森真珠・

タカハシパール・山勝真珠

後援／兵庫県・神戸市・神戸新聞社・神戸新聞文イ

「

△
SＡＭＯＴＯＣＬｌＮｌＣ

可 鞭
、

藤本ハルミTELO78(242)5690FAX､078(222)5875

ママといっしょに

あかちやん：山口大輔くん
(平成11年１月23日生まれ）

お姉ちゃん：綾音ちゃん

お兄ちゃん：和希<ん

ママ:美江子さん

｢お姉ちゃん、お兄ちゃんにかわいがられて

やさしい子に育ってね」

☆佐本産科。婦人科☆
佐本学

神戸市兵庫区中道通4-1-15

TELp78-575-1024(病室Ｔａ:078-577－7034）

市バス上沢４停南スグ
●駐車場完備●
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◇
協
会
の
運
営
資
金
は

<２９４〉

Ｉ
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群
身
で
喜
び
塞
衷
現
す
る
。
取
材
も
や
ち
ゃ
ん
も
、
大
好
き
な
お
長
六
六
・
七
種

》
中
、
一
睡
も
ぐ
ず
る
こ
と
な
く
ふ
ろ
で
は
お
と
な
し
い
。
気
持
調
。
大
き
な
病
雲

渉
芯
蛙
諺
謬
蛭
薮
騨
が
蝿
誰
韓
函
韓
砕
津
藍
恭
誕
雰
鴬
拝
誰
蕊
弥
舞
篭
迩
が
瀦
騨
郵
蕊
詳
蕊
蒜
郵
務
努
謬
諺
弾
驚
髭
診
舞

‐
副
一
愚
ぴ
ど
蕊
で
人
の
融
‐
終
強
穣
蛾
誉
輸
…
《
ぢ
よ
さ
そ
う
に
鴻
船
に
垂
か
雁
に
育
っ
て
い
る
。
蝉

を
不
思
議
そ
う
に
じ
っ
と
晃
つ
色
白
で
お
っ
と
り
し
た
雰
囲
リ
、
身
体
を
洗
っ
て
も
ら
う
。
と
も
や
巻
や
ん
は
、
生
後
間
》

め
た
り
、
よ
く
笑
っ
た
り
と
表
舜
に
見
え
る
が
雪
に
か
く
じ
時
に
は
狸
入
そ
し
ま
う
こ
と
も
な
く
画
き
手
紙
と
と
も
に
垂
雑

悩
豊
か
な
と
も
や
ち
ゃ
ん
。
保
つ
と
し
て
い
る
こ
と
が
な
い
、
も
あ
る
と
い
う
。
か
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
塞
保
諜
癖

活
発
な
子
で
す
よ
」
ど
担
当
の
食
事
は
四
時
間
お
き
の
ミ
ル
さ
れ
た
。
家
族
の
手
掛
か
り
は
癖

灘
秤
祷
蕊
害
鵡
答
蕊
癖
蕊
譲
窪
鞭
議
霊
》

回７７

鰯
検
葬
蕊
窪
誤
謬
謹
鶏
蕊
輩
蕊
浮
謹
製
綴
金
》

６

母
さ
ん
た
ち
に
柳
っ
て
お
ら
う
い
よ
う
だ
。
ス
ヤ
眠
っ
て
い

と
手
足
を
パ
タ
バ
タ
さ
せ
て
全
そ
ん
な
元
気
い
つ
ぱ
い
の
と
現
在
、
俸
亜

1ミラ『

成
金
は
十
五
％
、
国
か
ら

寝返りで部屋中を探検 ◇
家
庭
養
護
促
進
協
会
は

神
戸
新
聞
と
ラ
ジ
オ
関
西
（
大
阪
で
は
毎

日
新
聞
の
紙
面
）
の
協
力
で
、
昭
和
三
十
七

年
か
ら
親
が
育
て
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
を

地
域
の
一
般
家
庭
に
預
か
っ
て
育
て
る
里
親

会
員
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
！

今
年
度
の
目
標
千
三
百
人
で
す

ともやちゃん（男子・７カ月）

細
些
停
を
煽
畔
社
の
に
御
に

れ
ば
、
方
向
転
換
し
て
ま
た
唾
差
し
出
す
と
、
自
分
か
ら
口
を
色
で
月
噸
－
金
剛
日
の
午
前
鍵

返
り
毒
始
め
る
。
途
中
、
お
も
．
密
せ
て
く
る
ほ
ど
食
欲
お
う
九
時
か
ら
午
後
瓦
守
信
宅
爵
Ｆ
ｗ
》

湯
や
を
躍
っ
た
伽
匙
盃
気
コ
ー
歴
。
窪
つ
き
は
よ
く
、
２
７
１

ド
を
引
っ
張
っ
た
り
。
行
動
範
ぐ
ず
る
こ
と
衿

四
が
広
が
り
、
興
味
は
尽
霊
な
唾
が
し
く
て
錘

の

訓
よ
う
だ
。
ス
ヤ
娘
っ
て
い
凸

紘画諜畿認謹:愚の
邑浸になって＜7己乞い１

千
円
）
▽
相
生
市
悪
（
三
千
内
》

▽
明
石
市
ｓ
（
五
千
円
）
▽
吉
》

田
睡
（
三
千
百
七
十
九
巳
▽
￥

梅
田
錘
一
（
四
千
円
）
▽
束
照
蝉

鴎
（
一
万
ｇ
Ⅱ
敬
称
略
癖

申
し
込
み
窯
底
錘
雛
促
通
鍔

協
会
稀
戸
市
中
央
区
槻
型
一
一
、

鶏
舎
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
一
階
、
雪

０
７
８
．
３
４
１
．
５
０
４

琴
畔
率
蕊
趣
毒
》
》
｜
掘
れ
て
お
り
、
自
治
体
の
助

を
探
す
活
動
を
続
け
て
い
る
民
間
の
児
童
福

祉
機
関
で
す
。
こ
の
三
十
七
年
間
に
「
愛
の

手
運
動
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
民
間
の
里
親
運

動
を
通
し
て
約
千
九
百
人
の
子
ど
も
た
ち
が

里
親
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

夢癖蝉巷舞３

毎週月曜日の神戸新聞朝刊に掲載される「あなたの愛の手
を」のコーナー

会員募集パンフレット

4５

画
会
の
収
益
金
で
支
え
ら

は
寄
付
や
会
員
の
会
費
、

不
況
の
た
め
に
活
動
資
金
の
確
保
が
大
変
困

難
な
状
況
が
続
い
て
お
り
、
昨
年
度
は
二
百

万
円
の
愛
の
手
基
金
を
と
り
崩
さ
な
け
れ
ば

活
動
が
続
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

協
会
の
も
っ
と
も
大
き
な
財
源
で
あ
っ
た

「
愛
の
手
バ
ザ
ー
」
は
、
品
物
を
保
管
す
る
場

所
に
借
用
し
て
い
た
文
化
住
宅
が
全
壊
し
た

た
め
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
ま
た
団

体
会
員
と
し
て
支
援
し
て
下
さ
る
地
元
の
企

業
も
被
災
し
た
り
、
不
況
の
た
め
に
会
費
の

支
払
い
が
困
難
と
な
っ
た
り
し
た
た
め
、
収

入
が
減
少
し
ま
し
た
。

バ
ザ
ー
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
映

災
か
ら
の
復
興
や
長
引
く

ま
せ
ん
。
神
戸
で
は
大
震

の
助
成
は
ま
っ
た
く
あ
り

活
動
資
金
の
八
十
五
％

◇
寄
付
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

結
婚
・
出
産
な
ど
い
ろ
ん
な
お
祝
い
ご
と
の

お
返
し
や
、
香
典
返
し
に
代
え
て
の
ご
寄
付
な

ど
、
金
額
に
関
わ
ら
ず
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

批圃職人識瀞嘩
干騨0.句016禰戸郡中央匡洩池3~4寺］・神芦流齢令秘挫煙ﾝグーZ]F
TELO78-8A1-5046FAXO7B-341-1p96M中z"毎,評郡日1.,瞳･沖か沖LB混一細L1amoE4mdprmQB｡､＆ｊｐ
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◎Eメールアドレスainote＠portnnet,nejp

■
会
費
や
寄
付
金
の
振
込
先

〔
郵
便
振
替
】

０
１
１
５
０
．
４
．
５
５
３
４

【
銀
行
口
座
】

さ
く
ら
銀
行
神
戸
駅
前
支
店

普
通
３
１
３
．
１
０
９
２
７
５
１

名
義
人
社
団
法
人
家
庭
養
護
促
進
協
会

理
事
長
今
井
鎮
雄

■
お
問
い
合
わ
せ
は
家
庭
養
護
促
進
協
会
へ

神
戸
市
中
央
区
橘
通
３
．
４
．
１

神
戸
市
総
今
是
柾
セ
ン
タ
ー
２
階

一
電
話
０
７
８
．
３
４
１
．
５
０
４
６

◇
会
員
と
し
て
支
え
て
下
さ
る
方
は

協
会
の
活
動
を
支
え
て
下
さ
る
一
つ
の
方

法
と
し
て
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
く
方
法
が

あ
り
ま
す
。

会
員
に
は

個
人
会
員
年
間
一
口
三
千
円

団
体
会
員
年
間
一
口
二
万
円

（
そ
れ
ぞ
れ
一
口
以
上
）
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
神
戸
事
務
所
の
会
員
数
は
九
百
八

十
三
人
で
す
が
今
年
度
は
千
三
百
人
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。

橋
本
明

く
睡
銅
雄
卦
霊
窪
確
霊
〉

、
ノ

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た

協
会
の
広
報
活
動
と
し
て
「
愛
の
手
運
動
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
里
親
・
養
子
に
関
す
る
情
報

や
協
会
の
活
動
に
つ
い
て
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
み
な

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま

す
。
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
下
さ
い
。

〆

"…‘つち‘ｊＥｈＺｌｚＪＨ可変一『画凸

誤

トー-民具二翌謹g怪4殉.|’
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1$蕊
一分

有
馬
温
泉
「
元
湯
。
龍
泉
閣
」
翠
才
の
女

将
・
当
谷
麻
矢
さ
ん
。
新
聞
・
雑
誌
等
で
す
で

に
ご
存
知
の
方
も
多
い
だ
ろ
う
。
生
き
方
が
多

様
化
し
た
時
代
に
、
女
将
と
い
う
道
を
選
び
、

「
お
嫁
に
来
た
先
が
、
た
ま
た
ま
旅
館
だ
っ
た
だ

け
で
す
」
と
い
う
若
女
将
は
、
現
代
的
な
風
貌

と
温
泉
旅
館
に
ふ
さ
わ
し
い
落
着
き
と
パ
ワ
ー

を
併
せ
持
つ
女
性
だ
っ
た
。

一
昨
年
ま
で
は
普
通
の
女
の
子

若
女
将
は
お
っ
と
り
美
人

元
湯
龍
泉
閣
・
当
谷
麻
矢
さ
ん

術
や

「
い
っ
ぱ
い
取
材
う
け
ま
し
た
ね
－
。
テ
レ
ビ
、

雑
誌
、
あ
と
新
聞
社
総
ナ
メ
っ
て
か
ん
じ
で
し

た
よ
－
」
と
笑
う
、
「
元
湯
・
龍
泉
閣
」
の
若

女
将
当
谷
さ
ん
．
鮮
や
か
な
桃
色
の
お
着
物
で

登
場
し
た
き
ゃ
し
ゃ
な
美
し
き
若
女
将
に
、
取

材
者
の
方
が
緊
張
し
て
、

「
お
、
女
将
っ
て
朝
起
き
て
ま
ず
何
す
る
ん
で

す
か
」

「
朝
食
を
食
べ
ま
す
」

若
女
将
は
あ
く
ま
で
も
落
着
き
を
と
も
な
っ

た
方
だ
っ
た
。

い
り
ろ
う

一
昨
年
、
龍
泉
閣
の
長
男
で
あ
る
当
谷
逸
郎

さ
ん
と
結
婚
、
そ
の
後
逸
郎
さ
ん
が
社
長
に
な

り
、
麻
矢
さ
ん
は
女
将
に
。
と
い
う
こ
と
は
つ

い
数
年
前
ま
で
…

壷
画
通
の
女
の
子
で
し
た
」

旅
館
に
お
嫁
に
来
る
っ
て
い
う
こ
と
に
、
不

⑨●
迄
胃
患
う

Ｓ

鵜弁漁

安
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
と
聞
く
と
、
龍
泉
閣

の
ご
家
族
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
し
、
普

通
の
家
だ
と
分
か
っ
て
い
た
の
で
気
に
し
な
か

っ
た
の
だ
そ
う
。

「
こ
こ
な
ら
大
丈
夫
と
思
っ
た
ん
で
す
」

逸
郎
さ
ん
の
弟
夫
婦
と
は
年
齢
も
近
い
の
で

「
仲
良
く
や
っ
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。
協
力

し
合
っ
て
い
る
の
で
、
あ
ま
り
大
変
な
仕
事
と

は
思
わ
な
い
そ
う
だ
。

「
小
さ
い
頃
か
ら
体
が
弱
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

で
も
今
は
、
な
ん
か
調
子
悪
い
な
、
と
思
っ
た

ら
す
ぐ
温
泉
に
入
る
、
す
る
と
治
っ
ち
ゃ
う
ん

で
す
」
と
い
う
麻
矢
さ
ん
。
龍
泉
閣
の
眺
め
の

よ
い
露
天
風
呂
は
有
名
だ
。
北
摂
の
山
々
が
一

4６

陵楓閣
TEL（078）904-0551

齢
屍

４

雛
識
詫
津
羅
露

TEL（078）904-0501(代）

ひさご弁当

ＫＤＲＯＫＡ

ＴＥＬ（078）903-2255

姉妹旅飾:鴬ﾀ‘も縁
ＴＥＬ（078）904-0366

向陽闇

龍泉閣の「展望桧風呂｣。北摂の山々が見渡せる

TEL（078）904-0675
TELEX5627-115

テニスでいいｼ干

いい湯にとっぷり味に集う

ＳｕＮＮＹＳＩＤＥＵＰ

ＴＥＬ（078）903-1024

畿諦;i扇ｉ

迩擁総月光園
ＧＥＫＫｏＥＷ

鯵ｊ鍵)r蕊，

露天風呂とご昼食
静寂さにつつまれた

くつろぎの宿

国際似光旅館
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有
馬
温
泉
の
中
心
部
、
有
馬
川
に
か
か

る
「
太
古
橋
」
を
神
戸
市
が
改
築
工
事
を

行
う
．
来
年
平
成
皿
年
９
月
完
成
予
定
で
、

秀
吉
に
ち
な
ん
で
「
太
閤
橋
」
と
し
て
お

目
見
え
す
る
。
幅
は
今
ま
で
の
倍
以
上
に

広
げ
ら
れ
、
両
脇
に
は
板
敷
歩
道
が
つ
い

て
ベ
ン
チ
等
も
設
置
さ
れ
、
温
泉
客
や
地

元
の
方
々
が
橋
の
上
で
夕
涼
み
を
楽
し
ん

来
年
９
月
「
太
閤
橋
」
誕
生
！

｢いつでもお待ちしております」と女将

望
で
き
る
。

「
や
は
り
こ
の
自
然
の
中
の
お
風
呂
は
自
慢
で

す
」「
龍
泉
閣
」
は
有
馬
の
温
泉
街
よ
り
す
こ
し
高

台
に
あ
り
、
各
部
屋
の
窓
か
ら
の
眺
望
も
す
ば

ら
し
い
。
女
将
に
よ
る
と
、
運
が
良
い
時
に
は

雲
海
が
見
渡
せ
た
り
も
す
る
そ
う
だ
。
ま
た
有

馬
温
泉
で
は
唯
一
、
室
内
温
水
プ
ー
ル
が
あ
り
、

一
年
中
楽
し
め
る
。

塑
才
の
若
女
将
か
ら
見
た
、
有
馬
温
泉
の
魅
力

と
は
、
や
は
り
市
街
地
か
ら
近
い
と
い
う
こ
と
。

「
近
い
と
い
う
こ
と
は
、
昼
は
一
日
三
宮
で
遊

ん
で
南
京
町
で
ご
は
ん
を
食
べ
て
、
一
時
間
ぐ

ら
い
電
車
に
乗
っ
た
ら
夜
は
温
泉
に
入
れ
る
、

現
代
的
な
も
の
と
伝
統
的
な
も
の
と
、
両
方
楽

し
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
」

だ
り
く
つ
ろ
ぎ
の
場
に
も
な
る
予
定
。

７
月
２
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
橋
の
起
工

式
に
は
、
梶
木
雅
夫
有
馬
温
泉
観
光
協
会

長
を
は
じ
め
、
有
馬
町
活
性
化
委
員
会
代

表
風
早
和
喜
氏
他
多
数
の
臨
席
の
も
と
、

「
有
馬
の
里
に
ふ
さ
わ
し
い
橋
に
」
と
の
祈

り
と
工
事
の
安
全
が
祈
願
さ
れ
た
。

叱無
ＴＥＬ（078）904-3656(代）

自然の恵みを

湯けむりに伝える

n本の伝統

数寄脇造りの鮒

TEL（078）904-0181

ＴＥＬ（078）904-0701

チェックイン１３：CO、アウト１２：００
ゆっくりとお過ごしいただけます。

政府登録国際観光旅館

雅ただようくつろぎの剛

､や｡，鉾諦窪
ＴＥＬ（078）９０４－０７８１
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